
令和５年度  

第２回 嘉麻市差別のない人権が尊重されるまちづくり審議会 

 

令和５年９月２６日（火）午後３時～ 

稲築地区公民館 講堂 

 

            会  議  次  第 

 

１．嘉麻市長あいさつ 

 

 

２．諮問について 

 

 

３．議 事 

（１）第３次嘉麻市人権教育・啓発実施計画の策定について・・・資料１ 

（令和６年度以降分の策定について） 

 

（２）その他 

 

 

  

４．審議会研修 

「差別・人権・解放についての提案 ～部落解放・人間解放を考え続けて～」 

福岡県立大学名誉教授・（公社）県人権研究所前理事長 森山沾一さん 

 

 

 

 

 



第３次嘉麻市人権教育・啓発実施計画
の策定について

2023年9月26日

人権・同和対策課

資料１



１ 人権教育・啓発基本方針及び実施計画について

嘉麻市人権教育・啓発基本方針（改定版） ２０２１年３月改定

概要：部落問題をはじめとするあらゆる差別の解消及び一人ひとりが互いの個性や価値観の違いを認め
合い、個人として尊重される「差別のない人権が尊重されるまちづくり」の実現に向けた基本方
針を定めたもの。

期間：人権教育・啓発の現状及び住民意識の状況を的確に把握し、国、県の社会情勢の変化や国際的
潮流の動向等に対応するために、必要な見直しを行う。

第２次嘉麻市人権教育・啓発実施計画 ２０２１年３月策定

概要：基本方針に示した項目の分野別施策に基づいて、差別のない人権が尊重されるまちづくりを
実現するための具体的な取組を定めたもの。

期間：２０２１年度～２０２３年度の３年間を計画期間としている。

２ 第３次人権教育・啓発実施計画の策定の方向性について

今回、基本方針の見直しを行わないため、実施計画の基本的な考え方や具体的な方針に変更がないため
「取組項目」「取組内容」についての見直しを行う。

○２０２１年度実施した「市民意識調査」の結果を具体的な取組に反映させる。

○計画期間を５年間（２０２４年度～２０２８年度）とする。

○全体的な数値目標を設定する。
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３ 市民意識調査（2021年実施）について

①人権が尊重されていると回答した人が増加し、尊重されていないと回答した人が減少
しており、これまでの取組の成果と考えられるところであるが、約12％の人が人権が尊
重されていないと回答しており、引き続き取組みが必要である。

②内容は様々ですが、約半数（約49％）が差別的な扱いを受けたことがあると回答して
いる。

③人権を侵害され自分で解決できない場合の相談先は、前回同様に家族や親戚、友人や
知人といった身近な人に相談するとの回答が多いが、学校、市役所、専門機関など公的
な場所を相談先とする人の割合が増加している。

④人権問題について誤った知識で理解していることや、接したことがないので分からな
い、知らないといった回答をされている状況がみられる。

⑤人権・部落問題についての研修会・講演会等に「参加したことがない」「あっている
ことを知らない」という回答が75％に上る。

⑥啓発冊子「新しき明日をつくる」を読んでいる人（「いつも読んでいる」「ときどき
読んでいる」）は、33.2％にとどまっている。

引き続き、
人権施策が必要

相談体制の充実

情報発信

認知度の向上
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2023年
９月 １０月 １１月 １２月

2024年
１月 ２月 ３月

庁内での作業

人権教育・啓発施策
策定委員会

人権のまちづくり
審議会

その他

４ 策定スケジュール

必要に応じて開催

パブリックコメント HP等情報発信

取組の見直し 会議を受けての修正、調整

諮問 答申

パブコメを受けての修正、
調整
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